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１．特別損失（減損損失）の計上について

　

２．2023年３月期通期連結業績予想と実績との差異

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

増　 　減　 　額　　（Ｂ－Ａ）

増　 　減　 　率　　（％）

３．差異の理由

以　上

伴い、2023年２月８日に公表しました2023年３月期通期連結業績予想と実績に差異が生じましたので、下記の

当社の不織布マテリアル事業やエンジニアリングプラスチック事業は、自動車減産および中国のゼロコロナ

以上から、当連結会計年度において減損損失（連結）98億円および減損損失（個別）93億円を特別損失
に計上しました。

記

政策の影響に加え、原燃料価格高騰に価格改定が追いつかず、継続して赤字を計上することとなりました。

事業用資産の帳簿価額を下回ったため、帳簿価額を回収可能価額にまで減額し、当該減少額82億円を

いる事業用資産について回収可能性を検討した結果、減損損失16億円を計上しました。

足元の事業環境を踏まえ、将来の回収可能性を算定した結果、回収可能価額が当該事業で保有する

営 業 利 益 経 常 利 益

減損損失として計上しました。
また、当社および一部の子会社が保有する固定資産のうち、休止予定資産および継続して赤字を計上して

親会社株主
に帰属する
当期純利益

または
当期純損失

（△）

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 400,000

特別損失（減損損失）の計上および
2023年３月期通期連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ

会 社 名 東 洋 紡 株 式 会 社

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長

問 合 せ 先 執行役員 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部長

（ご参考） 前 期 実 績
 （ 2022 年 ３ 月 期 ） 375,720

△ 937 △ 910 △ 7,155

△ 655当 期 実 績 （Ｂ） 6,590

△ 0.0 △ 8.5 △ 12.1 －

△ 79

75

当期の業績については、原燃料価格高騰の影響を受け、営業利益および経常利益は前回予想値を９億円下
回りました。また、上記１．「特別損失（減損損失）の計上について」の理由により、前回予想値を72億円

なお、期末配当予想については、2023年２月８日に公表した１株当たり40円から変更ありません。

当社は、2023年３月期において、事業用資産等の減損損失を計上しましたのでお知らせいたします。それに

とおりお知らせいたします。

12,865 14428,430 23,092

下回った結果、当期は親会社株主に帰属する当期純損失７億円となりました。
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